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自らの生活に関心をもち,主 体的に考え実践する児童の育成

「被服」領域の指導 を通 して

1研 究 主題設 定 の理 由

今 日,学 校教育 に求 め られて いることは,児 童一人一人の個性を生か し,自 ら学ぶ意欲 と

主体的に生 きるための資質や,能 力を育成することである。

家庭科 において も,自 らの日常生活や家庭生活に目を向け,自 分や家族の生活を楽 しみな

が ら,生 活に必要な知識や技能 を意欲的に習得 しようとす る子 どもや,生 活上の課題を 自ら

見付け,解 決 し生活に生かそうとす る子 どもを育成す ることが大切であ る。

これ らの ことを うけ,「 被服」領域の指導を通 して研究を進めることに した。被服の製作,

着方,選 び方 などの学習は一人一人の個性がよ り発揮 され る。 しか し,児 童 は,自 分 と周 り

の人や物 との関係や,自 分 と しての考え方,行 動の仕方な どについて深 く考えて はいないこ

とが多い。また,数 枚の衣服が暑 さ,寒 さを しのぎ,体 を保護する機能 として必要だ った時

代に比べ,今 は,自 己表現の手段 としての衣服の機能 も見逃せない。実態調査の結果 か らは,

かな りの児童が衣服の購入に関心 を もって いることが うかがえたが,日 常の児童の様子を観

察 していると,人 と同 じよ うな物 を着て安心 するためであ った り,そ の時の気分で必要のな

い物 まで買 って いる実状 もあ る。 そこで,「 被服」の学習 を通 して,自 分に とって本当に必

要な ものは何なのかを考え られ る力や考えた ことを実践す る力を育てたい。

5年 生 にな って,家 庭科学習を始める児童 は,一 様に 目を輝かせ,は や く裁縫箱の蓋を開

けたい と願 って いる。その初めの ワクワク した気持 ちをなん とか持続 させたい ものだ と思 う。

実態調査 によ って も児童は,被 服製作を楽 しんでいることが うかがえた。 しか し,技 能面で

不安を感 じている児童 も少 くないことが分か った。 また,家 庭生活での,実 践の場や,機 会

が少ないことも分かった。 そこで,ま ず,児 童の作 りたい,分 か りたいとい う願 いを大切に

して,一 人一人の学びたいとい う意欲に応 じ必要な知識や技能を身 に付 けることがで きるよ

うな授業の工夫を図 ることが大切だ と考えた。次 に,一 人一人の学習意欲が学習過程を通 し

て持続 し,さ らに高 まるためには,時 間毎 に成果がっかめ,ま たは,次 のステ ップへの見通

しが もて るような評価や言葉かけが大切 だと考えた。 自分の力で,問 題 を解決 した満足感,

自分の手で作 り上げたという成就感が新 たな意欲を喚起す る ものと考え られ る。そ して,そ

の意欲が,学 習 した ことを生活に生か し,生 活をよ り豊かに楽 しくしよ うとする実践 力を育

てることにっなが ると考え,本 主題を設定 した。
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II研 究の基本的な考え方

研究主題 に迫るために,下 記のよ うな研究の構想を立てた。研究の推進に当た って は第5

学年分科会と第6学 年 分科会に分かれ,そ れぞれの分科会にお いて授業研究を行い,研 究 を

進 め るこ とと した。

研 究 の 構 想 家 庭 科 の 教 科 目 標

被 服 領 域 の 目 標

児 童 の 実 態
・自分で物 を作 った り、試

して みた りしたい とい う

意欲 を もってい る。
・周 りの影響を受けやす く

流行 や ファッシ ョンへの

関心 が強い。
・基礎 的知識や技能の定着

に個人差が見 られ る。
・学習 した ことを 日常生活

で生かそ うとす る意 欲 は

見 られ るが、実践の場が

少ない。

研 究 主 題

自らの生 活に関心を もち、

主体的に考え実 践す る児童
の育成

一 「被服 」領域の指導 を通 して一

児童の学習意欲 を高 め、 日

常生活で の実践 につ なげ る指

導法の工夫

目 指 す児 童 像

・自分 の 身 の回 りの生 活 に 目

を 向 け 、 自分 で課 題 を 見 つ

け る こ とがで き る。

・基 礎 的 知 識 ・技 能 を 身 に 付

け 、課 題 解 決 の 力 とす る こ

とが で き る。

・学 習 した こ とを 日常 生 活 の

中 で繰 り返 し実 践 す る こ と

で 、 家 族 の 一 員 と して の 自

覚 を も ち、 協 力 す る こ とが

で き る。

研 究 の 仮 説

児童が 日常生活 の中か ら発 見 した課題 を、 児童が 自 ら

解決で きるよ うに教師が個 に応 じた支援をす れば、児童
の学習意欲が高 ま り、 日常 的に実践す る力 や態度が育つ

研 究 の 方 法

指導計 画の改善 …・2学年 を見通 して系統性 や発展性を考 え、内容を総合的 に扱 う。
基礎 的な知識や技能 を繰 り返 し学習で きる題材配列 とする。

指 導 法 の工 夫 …・一…児 童 が 自 ら課 題 を 発 見 し、 自 ら課 題 を解 決 で き る よ うな 、 実践 的 ・体

験 的 学 習 活動 の場 を 工 夫 す る。

児童が見通 しを もって学習を進 め られ るよ うに、指導 目標を明確 に し

教材を工夫 して、児童の願 いや思 いが達 成で きるよ うにす る。

評価法の工夫一・……児童の意欲を高め可能性を大 きく伸 ばすよ うな、共感的な支援を心が

け、評価が指導の改善 に役立つ よ うにす る。

児童 自身 の自己評価や相互評価が 、 日常生活で の実践 ・創意工夫につ
なが るよ うに支援をす る。

授 業 研 究

評 価
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皿 研究 内容

1.実 態調査

(1)調 査 目的 「被服」領域 における,作 品作 りへの関心や意欲,家 庭の仕事への関心や参

加の様子,基 礎的な知識や技能の定着に関す る調査 を し,指 導に役立てる。

(2)調 査対象 都内公立学校11校 の第5学 年980名 第6学 年986名

合計1,966名

(3)調 査時期 と方法 平成5年6月 下旬か ら9月 中旬 質問紙法 による無記名調査

(4)調 査結果 と考察(○ 結果*考 察)

〈第5学 年分科会 にかかわ る調査〉

① 第5学 年対象

ア.5年 生になるまでに,布 や針を使 って何かを作 った ことが ありますか。

*多 くの児童が経験があると答えているが,

な い

49.6

ある
ノノノノノノ

50.4

〔男子〕

3.6%96 .4°10

〔女子〕

な い

27.4 ある
ノノノノノノ

72.6%

〔全体〕

イ.小 物 作 りは楽 しか ったで すか 。

楽 し くな かっ

6.0%

その他

8.0%〉

〔全体〕

、
。カすで何は由理たb

カなーb作エ

殉

0

作
り
た
い
物

が
な
い
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作
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が
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作
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な

い
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が
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ら
な
い

時
間
が
な
い

材
料
が
手

に

入
ら
な

い

50

40

30

20

10

授業中に観察す ると,技 能 はまだ未熟であ る。

児童の 「で きる」 という意識 と,実 際の技能

とのギ ャップが感 じられる。 しか し,以 前の

経験が学習への不安を減少 させ,製 作への意

欲 にっなが ると考え る。

ウ.学 習後,他 に も作 りま したか。

らな

作 らな 作 った かった

かっだ349%374%

65.1

〔男子〕

乍 っ た

62.6

〔女子〕

作 ら な

か っ た

51.1

乍 っ た

48.9°6

〔全体〕

○ 時間がないという理 由が一番多 く,20%あ

る。 また,作 りたい物がなか った と答えた児

童 も10%い る。

*楽 しくな いか ら,う ま く作れないか らとい

う理由は大変少 な く,時 間や材料が十分 にあ

れば,多 くの児童が実践 したと思われ る。
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オ.布 や糸を使 って,ど んな物を作 りたいですか。(複 数回答)

60

50

葡

30

20

拍0

0

{%)

コマ 小 袋 工 雑 分 そ
ツス 入物 ロブ なか の

ト れ ン 巾 いら 他

力.ど ん な形 の ふ くろを作 ってみ た いで すか 。

70

SO

4fl

30*児 童一 人 一人 の思 いを生 か した物 が作 れ る

20

10よ う,指 導の手だてを考える必要がある。

0 片 巾 手
ザナ そひ

さ ツツ のも
着 げ クプ 他

② 第6学 年 対 象

ア.布 や糸 を 使 って作 品 を作 って いた時,難 しか った こ と,困 った こと は何で す か。

ω

鉛

⑳

30

20

10

0

0男 女 ともマスコッ ト,小 物 入れ,袋 な ど,

これか ら学習す る物への希望が多い。

女子 は,エ プ ロンなど,よ り大 型の物への

希望が 多く,男 子 は少 ない。

*男 女 とも製作への意欲が高いことが うかが

える。

困難

を感 じた児童が多いようであ る。繰 り返 し適

切な指導が必要である。また,形 や大 きさを

決めることが二番目に多いことか ら,そ のた

めの指導や支援の工夫が課題 とな る。

決き形 つ印 布 縫 そ
めさや けを 切を の
るを大 る る う 他

多 くの児童が,手 近な材料を使 って,簡 単な物を作 っていることが分かり,製 作意欲が旺

盛であることが うかがえた。技能的 に困難を感 じてはいるが,学 習を楽 しんでいることも分

か った。 しか し,基 礎 とな る縫 う技能に対する苦手意識があり,ま た,製 作計画の段階で形

や大 きさなどを決めることが難 しいと感 じていること も分か った。 これ らの ことは,製 作へ

の意欲を阻害す るものであると思われる。以上の ことか ら,製 作意欲を持続 させ るための指

導や支援の工夫が必要 と思われる。
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〈第6学 年分 科 会 にか か わ る調査 〉

第6学 年対 象

ア.朝,学 校 に着て来る服を選ぶのは,だ

れですか。

家の人 両方 その他

子

子

体

男

女

全

0102030405060708090100

自 分 で 選 ぶ 人 は,ど ん な こ とに気 を 付

け て選 び ます か。

気分

気温

天気

組み合わせ
色
動きやすい形

その他
010203040506070

イ,通 学 服 を 買 う時,選 ぶ の は だ れで す か 。

自分

家の人と相談

家の人

その他

010203040506070

自 分 で選 ぶ 人 は,ど ん な こ とに気 を 付

け て選 び ます か。

色や もよう

形

品質表示

サイズ

ねだん

わからない

○ 朝,通 学服 を 自分 で選 ぶ児童 は,80%に の

ぼっている。

*昭 和51年 の教育内容現代化の資料で は52%と

なっているので,自 分の着衣に対す る関心は高

まっているととらえることがで きる。

○ 選 び方では,天 気 ・気温を考え る児童が半数

に も満 たない。動 きやす さで選ぶ とい う解 答 も

少ない。

*第5学 年の衣服の着方の学習が,生 活 の中で

生 きて いない ことが分か る。女子では組 み合わ

せで選ぶ とい うのが66%と 目立 ち,フ ァッシ ョ

ンへの関心が高 いことが分か る。

○ 通学服を購入す る時,家 の人まかせ等で 自分

がかかわ らない児童 は,30%以 下であ る。

*多 くの児童が衣服の購入に参加 している こと

か ら,消 費者教育 の必要性が あることが分 かる。

*衣 服の着方 と購入時の選 び方は,切 り離せな

いものであ り,選 び方 を学習す る時 には,着 方

について も学習す る必要があ る。

01020304050607080

ウ 下 着 ・上 着 は,ど の く らいで,着 替 え ○

ます か 。

下着

上着

.毎 日 だいたい毎 日
1

その他

霧翻
巳

>i
…㎜ ■

■1量1■1巳 811

0102030405060708090100

下着 ・上着 と もに,90%前 後の児童が毎 日着

替えている。

*昭 和57年 の教育開発委員会の資料 では調査時

期(6月)が 同 じであ ったに もかかわ らず,下

着を毎 日着替え るのは66%と あ るので,衣 服の

清潔に対す る関心は、高 まっている と見 られ る。
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エ.家 庭 で 洗 濯 を した こ とが あ ります か。

ある
ノノノノノノ

60.3%

〔男子〕

オ.家 庭 で,

ま す か。

あ る

61.3%

76.8%

〔女子〕

68.2%

〔男 子 〕

カ.家 庭 で,

ま すか 。

あ る

27.3

〔全体〕

アイロ ンをかけたことがあ り

90.7 75.5

〔女子 〕 〔全体 〕

ボ タン付 けを した ことがあ り

48.0%

○ 洗濯の経験が ある児童 は,70%を 割 った。

*昭 和48年 の教育研究員研究報告書で は90%と

なってい ることを考え合わせ ると家庭の仕事 を

しな くなっていることが分か る。 さらに調査を

すると,男 子 は学校で使 う自分の物を手洗いす

ることが多 く,女 子では,家 族の分まで洗 うこ

ともあって,洗 濯機使用が多か った。洗濯の学

習は,実 践経験 を踏 まえなが ら,基 本を定着 さ

せる必要性のあることも分かった。

○ アイロンかけは,学 校で使 うハ ンカチ ・ナプ

キ ン ・はちまきなどを中心に実践 していた。

68.8

〔男子 〕(女 子 〕 〔全体 〕

キ,家 庭 で使 っている洗剤の種類 や名前を,

知 って いますか。

って

い る

49.0%

1052.0%; 50.5

易
〔男子 〕 〔女子 〕 〔全 体 〕

ク 不用 にな った服を どうして いますか。

すて る

しまう

あげ る

リサイクル・バザー

リフォーム

わか らない

01020304050607080

○ ボ タン付けの経験 は,男 子では27%と なって

いる。

*ボ タンの付いている服が少な くなって きて い

ることもあろ うが,5年 のボ タン付けの指導に

加え,6年 の手 入れの中でボ タン付 けを扱 うな

ど,よ り実践の場面 に近づけ る必要があ る。

○ 洗剤 につ いては,弱 アルカ リ性 の合成洗剤名

が多 くあげ られ,石 鹸 は少なか った。仕 上げ剤

・漂白剤を書いた もの もあ った。

*コ マーシャルなどの情報で,商 品名はよ く

知 っているが,家 庭で どんな物が使われている

かについては関 心が薄 い。洗濯の学習 と共 に指

導をする必要が あ る。

○ 不用 にな った服 は兄 弟間 で譲 る ことは多 い

が,バ ザ ー等での譲 り合 いは少ない。

*子 ど もの衣服 を扱 うバザーの場が幼稚 園規模

の もので,地 域 での取 り組みの少 ないことや,

他 人の衣類への抵抗感があ るよ うだ。環境教育

を含あて,リ フォームなどに気付 かせ 自分な り

に実践で きるよ うにす る必要が ある。

以上の ことか ら,生 活を見つめる目を育て,実 践 に結び付 けやす い形 で指導を行 うため,

指導計画を改善 し,指 導法を工夫す ることが必要である。
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2.指 導計画 と評価計画

(t)指 導計画作成上の基本的な考え方

ア 題材の配列 は,2学 年を見通 して,系 統性 や発展性を考 え,内 容を総 合的に扱 うよ う

にす る。

イ 児童が意欲的で主体的な活動がで きるよ うにす るために,児 童の身近 な生活の中か ら

課題を見付けてその課題を解決す るよ うな,課 題発見 ・解決の場 を設ける。

ウ 児童の主体的な学習を支援するために,指 導 と評価を一体化する観点か ら,評 価計画

を指導計画の中に位置付 ける。 また,学 習指導案に評価の観点 や児童に対す る支援 の手

だてを入れるように工夫す る。

工 消費者 として必要な知識や技能 についての指導 を題材の中に位置付 け,よ りよい消費

者 と しての実践的態度 を育てる。

被服領域の指導計画と評価計画 第5学年

評価の観点題材名
家 庭生活 への 関心 ・意欲 ・態度 生活を創意工夫する能力

考 1、 衣服 に ついて 知 ろう ・自分 の生活 を楽 しみ なが ら見っ めよ う と してい る。 ・衣服の組み合わせを工夫しながら

え
て
衣

(21 ・い ろいろ な衣服 に関心 を もちなが ら発 表 しよ うと して い る。

・一 日の い ろい ろな生活 場面 を思 い浮か べなが ら調 べ よ うと し

考え て いる。

服
を
着 2、 ボ タ ンをっ けよ う

て いる。

・裁縫用 具 の扱 い方 について 興味 を もって調べ よ うと して い る。 ・マ ス コ ッ トの デザ イ ン,形 な どを

よ

う
(31 ・楽 しみな が ら作 品 を作ろ う と してい る。
・い ろいろ なボ タ ンの種 類に っい て興 昧 を もち

,付 け方 を調 べ

工 夫 して い る。

・学習 した ことを生活 に生 か そ うと

(5) よ うと してい る。 して い る。

1、 自分の しる しを作 ろ ・作 りたい しる しを考 え,意 欲を もって 製作 に取 り組 も うと し ・もっと よい アイデ ア はないか 工夫

楽 う(2) て いる。 しよ うと して い る。

し作 z,小 物 作 りを しよ う ・身近にあるいろいろな小物に関心をもち,作 りたい小物を考 ・自分 らしいア イデ アで作 品に な る
いろ

小 う
(41 え るこ とが で きる。 よ うに工夫 してい る。

物
・意欲的に楽しい小物ができるような製作計画が立てられる

。
を(61 ・計画 に したが って,意 欲的 に製 作に取 り組 み,実 生活 に生 か ・い ろい ろな材 料を使 って,自 分 ら

そうとする態度が見られる。 しい作品 の工 夫を して い る。

1、 ミシ ンとわた した ち ・ミシ ン縫 いにっ いて興 味 ・関心 を もち,進 ん で学 習 に取 り組

の生活(1) もうと してい る。
ミ し

シ て
2、 ミシンに くわ し くな ・ミシ ンの学 習 にっ いて進 んで学 習計画 が立 て られ る。

ンみ ろう(41 ・意 欲的 にか ら縫 いの 練習 を して い る。

ぬ よ
い う

を

(81 3、 ミシ ンでぬ って みよ ・ミシンの学習を積極的に作品に生かそうとする態度がみられ ・工夫 して ミシ ン縫 いの作 品を 作 ろ

う(3} る 。 うと して い る。

1、 ふ くろ作 りの計画 を ・進ん で話 し合 いに参 加 しよ うと して い る。 ・自分の作りたい袋を紙で工夫して

オ

リ を

立てよう(3) 作 って いる。

ジ作
ナ ろ

ル う
2、 ふ くろを作 ろ う 〔7} ・見通 しを もって,楽 しみ なが ら製作 に取 り組 ん で いる。 ・自分 ら しい作 品 に しよ うと飾 りの

の

ふ

く

ろ(111
3、 ふ くろを使 って みよ ・生 活の 中で 袋を活 用 しよ うと して い る。

工夫 を して いる。

・友達 の よい とこ ろや工 夫 した とこ

う(ll ろを認め,進 んで取り入れようと

してい る。

一8二



〈第5学 年〉指導計画作成上の留意点、

ア 基礎的な知識や技能 を定着 させ,し か も児童が関心や意欲を もって学習に取 り組め る

よ うにす るために,そ れ らの知識や技能が作品製作を通 して繰 り返 し学習で きるように

題材の配列を工夫す る。

イ 児童が学習への関心や意欲を もって,個 に応 じ,自 分の作 りたい作品が製作できるよ

う,学 習内容や教師の支援を工夫する。

ウ 作品の製作後 には,自 己評価 した り,活 用の仕方 について話 し合 った りす る場 を設定

し,次 の実践 に向けて児童の意欲が高 まるよ うにす る。

生 活 の 技 能 家庭生活についての知識 ・理解

・目的 に応 じて 衣服 を選 ぶ こ とが で きる。 ・保健衛生的,生 活活動的,社 交的などの衣服の働きが説明で

き る 。

・目的 や場 に応 じて衣 服を 着替え るこ とに ついて 説明 で きる。

・安全 に気 を付 け,針 や はさみな どを扱 うことがで きる。 ・裁縫用具の種類や扱い方が分かる。
・糸通 し,玉 結 び,玉 止 めが で きる。 ・玉結 び,玉 止め の方法 が説 明で きる。

・ボタ ンを正 しく付 け ることが で きる。 ・ボ タンの役 目が 分 か る。

・返 し縫 いやな み縫 いがで き る。 ・返 し縫 いやな み縫 いの方 法が説 明 で きる。

・小物 の形 や大 き さを考え ,材 料 や用 具が 分か る。

・返 し縫 い,な み縫 いな どがで き る。 ・作りたい作品に合った布の縫い合わせ方が説明できる。

・ミシンの 出 し方,し まい方,コ ン トmラ ーの踏 み 方な ど ・ミシン縫 いの特 徴 や安全 な取 り扱 い方が説 明 で きる。

の操 作が で きる。

・ミシン針 を正 しく付 け る ことが で きる。 ・ミシン針 や針棒 の つ くりにつ いて言 え る。

・正 しい順序 で か ら縫 いがで きる。 ・か ら繕 いの手順 につ いて書 け る。

・下 糸を ボ ビンケー スに 入れ るこ とが で きる。 ・下糸のまき方や下糸の入れ方が分かる。
・上 糸を正 し くかけ る ことがで きる。 ・上 糸の かけ方 を図 に書 け る。

・安 全に気 を付 けて試 し縫 いがで きる。

・縫 い始 あ,縫 い終わ りの縫 い方 がで きる。 ・上糸の調節や縫い目の調節の仕方が分かる。

・作 りた い袋の 形,大 きさが分 か るよ うな紙 の袋 を作 る こと ・袋 の形,大 きさ,材 質,は た らき な どが言 え る。

が で きる。 ・作 りた い袋の形 を考 え,製 作計 画が 立て られ る。

・必 要 な型紙 を作 る ことがで きる。 ・作 りた い袋の 形,大 きさが分か る。

・袋 に は縫 い代 が必要 な こ とが 言え る。

・目的に合わせた布の選び方が説明できる。
・型紙に合わせて正しい布の裁ち方ができる。 ・布の 裁 ち方に ついて説 明 で きる。

・布 に正 し くしる しが付 け られ る。 ・縫 い方 の順序 が言 え る。

・手 縫 いで簡単 な飾 りを 付け る ことが で きる。 ・持ち手の付け方やひもの通し方が分かる。

・手縫 いや ミシン縫 いで じ
,ようぶ に縫 うことがで きる。

・安 全な アイ ロ ンの使 い方 にっ いて説 明で き る。

・ア イロ ンで 袋の仕 上げ をす る ことが で きる。
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〈第6学 年〉指導計画作成上の留意点

ア 内容を総合的に扱 うことによ り,一 人一人の考えや思 いに合 った課題を見付け,自 分

に適 した学習方法で取 り組あるよ うにする。

被服領域の指導計画と評価計画 第6学 年

題材 小 題材 名 家庭生活への関心 ・意欲 ・態度 生活を創意工夫する能力

エ

プ

ロ

ン

や

カ

バ

ー

を

楽

し

く

作

ろ

う

12

① エプロンやカバー

を調べよう(0.5)

・エ プロンやカバーの種類や役割などに関

心をもち,進 んで調べようとしている。

② エプロンやカバー

の製作計画をたてよ

う(ll

・エプロンやカバー製作の手順や作業の見

通 しをっけ,製 作計画を立てよ うとして

いる。

・使 いやすい形やデザインを考え工夫 し

ている。

③ 形と大きさを考え

よう(ll

・エプロンやカバーの使用目的に合 った

形や大 きさを考えて表 している。

④ 材料や用具を準備

しよう 〔1)

・エプロンやカバーに適 した布やその他の

材料を選び用意する。

・目的縫 いやす さな どを考えて材料を選

ぶ ことがで きる。

⑤ 型紙 をもとに布を

裁 ってみよ う(2}

⑥ 順序よく縫ってみ

よう(6)

・製作計画に基づき能率よ く仕事を進めて

いる。

・位 置,大 きさ,縫 い方を工夫 してポ

ケッ トをっけてい る。

・工夫 しなが ら装飾を考えている。

⑦ 日常生活に活用 し

よう(0.5)

・製作 したものを日常生活で活用 し
,さ ら

に他の ものを製作 しようとす る。

日
常
着
を
気
持
ち
よ
く
大
切
に
着
よ
う

10

① 自分の生活をふり

返ろう(D

・自分の衣生活 にっいて関心を もち,学 習

課題を見付けようとしている。

② もの知り博士にな

ろう(5)

・学習課題について調べる内容の整理 ,発

表方法 などの計画を立てて進めようと し

ている。

・意欲をもって自分の課題について調べよ

うとしている。

・友達の発表を関心を もち聞いている。

・調べた ことを図や絵 ,実 験実習で表現

した り説明 した りできる。

・不用になった衣服の利用を考え工夫す

ることがで きる。

③ ためしてみよう

131

・手持ちの衣服 との調和を考え自分 らしさ

を生か し生活の場所にふさわ しい衣服を

選ぼうとす る。

・日常着に関心を もち,進 んで衣服の手入

れや洗たくをしようとする。

・生活の場に応じた衣服の選び方,色 や

形など調和のとれた組み合せ方を工夫

する。
・日常着の手入れや洗たくの仕方を工夫

し,能 率的に仕事をする。

④ くらしに生かそう

(1)

・各 家庭での実践の発表に関心をもち,聞

こうと している。

・日常着の整え方や手入れを工夫し,日

常生活で能率的に実践しようとする。
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イ 課題解決的学習を主体的に進 めるために,学 習の目標 を明確 に し日常生活を見直す と

ともに,標 本や資料,視 聴覚教材などの教材 ・教具の活用を図 るよ うにす る。

ウ 学習 したことを家庭で実践 し,発 表の場を設けることによ り,友 達の様 々な実践の様

子を知 り,自 分の生活に生か し役立 てるよ うにす る。

生 活 の 技 能 家 庭生活にっ いて の知 識 ・理解

●エプロンやカバーの種類や使 い方 ・役割などが分か

る。

・エプロンやカバーの製作の手順を説明できる
。

・自分の体にあわせて型紙を作ることができる
。

・布の見積 もりができる。

・使用目的に応 じた形や大きさの決め方を示せる。

・使用目的に適 した布地の選び方が説明できる
。

・布目の方向,型 紙の置 き方,ま ち針の打ち方,し る しの付

け方,は さみの使い方を通 して正 しく布を裁っ ことがで き

る。

・経済的な布の裁ち方を示せ る
。

・三っ折りの仕方,し っけのかけ方ができる。

・場所を正 しく曲が らないように,本 縫いができる。

・返 し縫いの意味が分か り,じ ょうぶに縫 うことがで きる。

・安全に気を付けてアイロ ンを扱い
,ひ もを通 して仕上げが

できる。

・かんたんなかざりの工夫ができる。

・ななめの布の扱 いかたができ,縫 うことができる。

・ポケ ッ トの位置を考えてつけることができる
。

・縫い方の手順が説明で きる。

・ポケッ トの必要性が分かる
。

・衣服にっいている組成表示,取 り扱 い絵表示,寸 法表示を

見た り,縫 製の仕方を調べたりして既製服を選ぶ ことがで

きる。

・ほころびに応 じた直 し方を考え,工 夫 してほころびを直す

ことができる。

・衣服の布地の種類や汚れに合 った洗剤を選ぶ ことがで きる。

・既製服 を選ぶ時の観点が説明できる
。

・布地 に適 した洗剤の選 び方や洗た くの仕方が分か

る。

・衣服にっ いてい る表示の種類,見 方,意 味 を言え

る。

・生活の場に応 じて日常着を選んだ り,持 っている衣服 との

組み合わせを考えて選んだりすることがで きる。

・布地にあ った洗た くの実習ができる
。

・日常着の手入れや洗た くの必要性が分かる
。

・手持ちの衣服を作 り直 したり,譲 り受けた りするこ

とも衣服を整える方法であることが分かる。
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3,指 導事例

第5学 年 事例1

(1)題 材名 楽 しい小物 を作ろう(6時 間)

(2)題 材設定の理 由

これ までの児童の経験を調べてみると,ク ラブ活動や家庭で布や糸を使 って ものを縫 っ

た ことのあ る児童が多いが,全 く初めて裁縫を経験す る児童 も27%い る。児童 は,こ れか

ら学習す る製作 に対 して,期 待や関心を もって いた り,不 安を感 じた りしている。 児童の

学習 に対す る期待や関心をよ り高 め,楽 しみなが ら学習で きるよ うにす るためには,5年

生の初めの時期 に被服製作に関す る知識や技能を しっか り習得 させ るとともに,作 品を作

る楽 しさ,作 品が出来上が った満足感 使 う喜 びを十分味わえるようにす ることが大切で

ある。

本題材 は,布 を使 って何か作 りたい,自 分の身の回 りで使える ものを好 きな飾 りを付け

て作 ってみたいとい う児童の興味 ・関心を生か して 自分で工夫 した,生 活の中で活用で き

る小物を製作す ることをね らいとしている。形や大 きさ,飾 りなどを工夫 した自分 らしい

小物を作 るために,色 も豊富で扱 いやすい フェル トで製作す る。 その中で布の裁ち方,な

み縫いの仕方 など基礎的知識や技能が身に付 き,縫 うことの楽 しさ,完 成の喜 びが味わえ

る もの と思われ る。

指導に当た っては,小 物の実物 や材料の見本,縫 い方の資料などを多 く用意 して,児 童

が課題解決す る時に役立つようにす る。 また,縫 い方の学習を したり,互 いに作品を評価

した りす るために視聴覚機器を使 うな どの教具を工夫す る必要がある。

(3)指 導 目標

① 布で作 った簡単 な小物の種類 や役 目が分か る。

② なみ縫い ・返 し縫いなどの布の縫 い合わせ方や,布 の裁ち方 などの基礎的な知識や技

能を身に付 ける。

③ 使用 目的に応 じた小物の大 きさや形の決め方,材 料の選び方が分か る。

④ 製作 に必要な用具の種類 と扱 い方が分か り,安 全な取 り扱 い方がで きる。

⑤ 小物作 りの計画や製作 に意欲的に取 り組み,自 分 ら しい作 品になるよ うに工夫で きる。

⑥ 製作す る楽 しさ,出 来上が った作品を使 う喜びを味わ うことができる。

(4)指 導計画(6時 間)

① 自分の しる しを作ろ う2時 間

② 小物作 りを しよ う4時 間(本 時)

一12一



本時の学習 「小物作 りの計画」

ア 本時の目標

○ 自分 らしいアイデアの小物 を考え,意 欲的に楽 しい小物 の製作計画が立て られ る。

イ 本時の展開

学 習 活 動

楽 しい小物を作 ろう

・学 習 の め あて をっ かむ 。

フ ェル トで で きる,自 分 ら し

い,使 って み た い小物 を 作 る。

作りたい小物は何か

・作 りた い小 物 を発 表 す る。

ペ ンケ ー ス,小 銭 入 れ,さ い

ふ,ポ ーチ,カ ー ド入 れ な ど

小物作りの計画を立てよう

・仲間作 りを して,小 物の製作

計画を立て る。

①形,大 きさ

紙を折 って,大 きさを考え る。

厚みの工夫をす る。

ポケ ッ トを付ける。

カー ドの見本を入れてみる。

②飾 りの工夫

返 し縫 いで模様を付 ける。

飾 りボタ ンを付け る。

③材料 ・用具

小物作りの計画を発表しよう

・工夫 した ことや材料について

発表 し合 う。

・次時の学 習について確認す る。

支援(◎)留 意点(○)評 価(・)

○作 りたい小物を考えて くるよ うに,前 時に課題と して出

しておき,本 時の授業に意欲が もてるよ うにする。

・身 近 に あ るい ろ いろな 小物 に関心 を もち,作 りた い もの

を考 え る こ とが で きる。

(意 … ノー ト ・ワー ク シー ト ・発 表 ・観察)

0小 物の形 や大 きさが考え られるよ う,フ ェル トと同 じ大

きさの色画用紙を用意 してお く。

◎アイデアの浮かばない児童には,小 物や材料の見本を見

た り,仲 間の人 と話 し合 った りす るよ うに支援す る。

◎作 り方の分か らない児童には,「 どうや って フェル トを

折 った らいいのかな。」と言葉かけをす る。

◎ 「楽 しい模様が付け られたね。」「ポケ ッ トが使いやすそ

うだね。」 と工夫 した点 について認めるよ うにする。

・自分 らしいア イデアで作品にな るよ うに工夫 している。

(創…作品 ・観察)

・小物の形や大 きさを考え,材 料や用具が分か ったか。

(知…作品 ・ワー クシー ト・観察)

・意欲 的に楽 しい小物がで きるよ うな製作計画が立て られ

たか。(意 …作品 ・ワー クシー ト・発表 ・観察)

○材料集めの時 に気 を付けたいことについて もふれる。

〔関心 ・意欲 ・態度→(意)創 意工夫→(創)技 能→(技)知 識 ・理解→(知)〕
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ウ 考 察

「楽 しい小物 を作 ろう」の授業では,児 童が最後まで意欲を もって学習で きるように,

6時 間の指導計画で,指 導法や評価法の工夫を行 った。

〈教師 の支援の在 り方〉

① 本時の小物 の製作計画では,「 ポケ ッ トを付けたい。」「ビーズで飾 りを付 けたい。」

などの児童が工夫 した点にっ いて,教 材提示装置を使 って全体 に紹介 した。児童は,

自分の作品にっ いての 自己評価を発表 した り,友 達の評価を聞 いた りして次の活動へ

の意欲が高ま った。 また,製 作す るものの種類によってグループを作 り授業を行 った

ところ,課 題解決す る時に,同 じ種類を製作す る仲間の間で情報交換がな され,互 い

に学習意欲を高め合 うことがで きた。

② 小物製作の活動で は,次 のよ うな支援を行 った。児童が学習 した ことが他か ら認め

られ,自 分のよさに気付けるよ うな場面や機会を もっよ うに した。例えば,な み縫い

の仕方 に不安を もっている児童 に個別指導 し自信を もたせ,そ の後 「Aさ んに教えて

あげ よう。」と言葉かけ したところ,A児 に親切 に教 えた。他の児童か ら 「なみ縫 い

が上手だ。」 とほめ られ,そ の児童 は,そ れ以後 自信 を もって学習 していた。

小物の製作 に興味や関心を もっているが,製 作が持続で きない児童には,一 時間の

学習の中で,「 今 日は～ までがんば ってみよ う。」「～がで きるよ うに しよう。」などの

支援を し,目 標を もって学習 した ところ,児 童が 目標に向けて努力す る姿が見 られた。

〈評価につ いて〉

① 児童 に具体的な支援 をす るためには,適 切な評価が必要であ る。 そこで,こ こでは,

評価の方法 と して,授 業 中に評価する もの,課 題な どで事前 に評価で きる もの,授 業

後に作品やワー クシー トなどで評価す るものを明確に しておいた。本時の授業で は,

事前に作 りた い小物を考えて くることを課題 とし,授 業前に児童の思いや考えを知 る

ことによって,製 作計画 における支援を効果的に行えるように した。 また,授 業後に

は,児 童が作 った色画用紙の小物を評価す ることで 「ポケッ トをど う付 けた らよいか

困 っている。」「布 の縫 い合わせ方が分 か らない。」 など

の児童の学習状況が分 か り,次 の製作場面での具体 的な

支援 を考え ることができた。 その結果,児 童はっ まつい

た り,製作意欲を失 った りす ることな く学習に取 り組み,

各 自が見通 しを もって製作がで き,楽 しく小物を作 るこ

とがで きた。 資料1作 品の製作発表会
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第5学 年 事例2

(1)題 材名 オ リジナルのふ くろを作 ろう(11時 間)

(2)題 材設定の理由

児童 はいろいろなふ くろを持 っている。 自分でふ くろを作 った経験のあ る児童 も多い。

「楽 しい小物を作 ろう」の学習後のア ンケー トで もふ くろは作 りたい作品の一位 になって

お り,ふ くろ作 りに興味や関心 ・意欲を もっている。その意欲を持続 させた り高めたりす

るためには,作 りたいふ くろが児童 自身の力によって完成で きそ うだという見通 しが もて

た り,完 成 した喜びが味わえた りす ることが大切であると考えた。

そのために,自 分の生活に目を向け,何 を入れ るふ くろを作 りたいのか 目的を明確に し,

実物大の紙のふ くろを作 り,作 りたいふ くろの形や大 きさのイ メージがっかめ るよ う教材

の工夫を したい。 また,本 題材に入 る前 に 「ミシンぬい」の学習を取 り入れた。 これは,

ミシンの学習を生か して丈夫なふ くろの製作がで き,児 童の希望す る厚 い布地 も使用で き

ると考 えたか らである。丈夫で目的に合 ったふ くろを作製す ることで,使 う楽 しさを味わ

ぐ・,生活の中で活用 しようとする態度 を養 うことがで きると思 う。今 までに学習 して きた

基礎的な技能や簡単 な飾 りを利用 して,自 分 らしいオ リジナルなふ くろになるよ うに創意

工夫 させたい。

(3)指 導 目標

① 日常生活で使われているふ くろに関心 を もち,ふ くろの種類 ・役 目 ・材質が分かる。

② 自分の作 りたいふ くろの形や大 きさの決め方,材 料の選 び方,用 具の扱い方が分か る。

③ ふ くろの製作に必要 な基礎的な知識や技能 を習得 し,自 ら課題を もって製作 に取 り組

む ことがで きる。

④ 既習の技能 を もとにオ リジナルの作品になるよう創意工夫することがで きる。

⑤ 作品を作 る喜 びを味わい,日 常生活で活用す ることがで きる。

(4》 指導計画

① ふ くろ作 りの計画を立て よう………3時 間(本 時)

② ふ くろを作 ろう7時 間

③ ふ くろを使 ってみよう1時 間

本時の学習 「ふ くろ作 りの計画を立てよう」

ア 本時の 目標

○作 りたいふ くろを紙で作 り,実 際の形や大 きさを理解す る。
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イ 本時の展開

学 習 活 動

作 りたいふ くろの実際の大 き

さや形を考えよ う

・前時の学習を思 い出す。

・持 って きた物 を発表す る。

たあ しに紙でふ くろを作 って

みよう

・自分の考えた方法でふ くろを

作る。

包んでみ る子

入れたい物の大 きさを測 る子

出来上が っている布の袋を参

考 に しなが ら作 る子

わの使い方を工夫す る子

ひ も通 しを工夫す る子

ポケ ッ トを付ける子

持 ち手を付け る子

まちを付 ける子

考えた り工夫 したことは何だ

ろ う

・自分で考えたり,工 夫 した こ

とを発表す る。

入れやす いように少 しゆる く

した

いっぱい入るように大 きめに

した

縫 う所を少な くした… 「わ」

の利用

支援(◎)留 意点(○)評 価(・)

○布でで きた実物見本を多数用意 し,教 室の中央に置 きい

つで も見 られ るよ うに してお く。

○座席 は友達 同士相談 を した り,学 び合 いがで きるよ う

に,作 る形が似 た者同士で グループを作 る。

○前時に立てた学習計画 を提示す る。

○ふ くろに した後 開いて型紙 にす るので,大 事 な所だ け

ホ ッチキ スやセロテープ等で止めるように指示をす る。

◎困 った時には作 り方が分か るよ うに紙のふ くろの見本 や

部分的な見本を用意す る。

◎机間指導 しなが ら工夫を している点 は 「よ く考えたね」

「どうしてそうしたの」な どの声かけを し,自 信 をもっ

て作業ができるよ うにす る。

◎困 ってい る児童 には,「 片方を止 めてか ら入れてみて ご

らん」「持 って きた物 を包んで ごらん」など作業が しやす

いように具体的な声かけを し,意 欲を もって作業がで き

るようにする。

・自分の作 りたいふ くろを工夫 して作 って いるか。

(創…観察 ・作品)

◎ 「よ く工夫 したね」と発表 した内容を認め る。 また,他

の児童の参考 にな るよう,ど うしてそ うしたのか,ど う

したら作れ るのか も発表す るよう促す。

○ 『ゆ るみ』rわ の利用』 について は,基 礎 ・基本 になる

ので復唱 した り見本 を見せ たり して理解で きるよ うにす

る。
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学 習 活 動

まちを付 けた

tケ ッ トを工夫 して付 けた

ふたを付 けた

・友達のよい所を見付ける。

大 きさや形で直 したい所を

直そ う

・自分 に足 りない工夫を取 り入

れて直す。

・次週 は布の選び方 と見積 りを

学習す ることを知 る。

支援(◎)留 意点(○)評 価(・)

・進んで話 し合いに参加 しているか。

(関…発表 ・観察)

○ どこを直 したいのか挙手 して確認す る。

◎大 きなふ くろに した い児童 には紙 を切 って付 け足す こ

と,「 わ」を切 った児童 にはセ ロテー プで止 めrわ 』 と

ふ くろに書いてお くように指示す る。

・作 りたいふ くろの形や大 きさが分か るような紙のふ くろ

が作れたか。(知 ・技…作品)

資料1授 業風景(紙 でふ くろを作 る)

資料2授 業風景(作 った紙 のふ くろ)

ウ 考 察

児童がふ くろ作 りへの製作意欲を高めて い くために,教 師 はどの ような支援を した ら

よいかという視点で授業研究を行 った。
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〈意欲 をもって活動するための支援 〉

意欲を高めるためには,児 童の作 りたいふ くろが児童 自身の力によって完成 しそうだ

とい う見通 しが もてた り,完 成 した喜びが味わえたりす ることが大切であると考え,ま

ず,ふ くろの中に入れたい物を決めた。 「図書館で借 りた本」 「図工の道 具」「旅行用小

物」などいろいろ出て きた。作 りたいふ くろを絵に描いた後,不 織布で作 りたいふ くろ

と同 じ大 きさ,同 じ形のふ くろを作 った。不織布は中身が透けて見えたり,失 敗 して も

簡単 に直せ た り,布 と似た感 じで口を閉め ることがで きるので,作 りた いふ くろの イ

メージをっかむには大変よかった。 また,児 童が作 りたいと思 った形の実物見本を数 多

く用意 し,見 たい時には手に取 って見 られ るように した。その結果,分 か らない時には,

見本を参考 に しなが ら自ら学習 しようとす る意欲がでて きた。

〈支援 の形態 ・気付きの共有化〉

意欲を高あるための支援 については,教 師か ら一入一人の児童への支援だけで はな く,

教師か らグループへの支援や友達同士の支援(学 び合 い)も 見 られた。(例1)は1君

への支援である。手で絞 ってみることで大 きさがちょうどよいか確認 した。(例2)は ,

友達3人 で 「まち」を考えているところに教師が具体物を提示 して支援 した例であ る。

児童 は難 しい学習内容で も気付 いていることがある。 ただその気付きは断片的なことが

あるので系統的な知識になるよ うに教師が支援を し,大 切な気付 きはクラス全体の気付

きになるよう働 きかけを していきたい。

(例1)紙 のふ くろが大体で き,

それを見つ めてい る1君

T

I

T

I

T

I

T

T

I

「大 き さ は これ で い いの?」

「何 とか 入 る。」

「何 とか?形 は何?」

「ナ ップサ ックに した いの。」

「本 を 入 れ て 見 せてJ

(ふ くろの 口 を手 で 締 め て 見

る)

「ど うだ った?」

「ち ょう どい い ね。」

(ほ っと した よ うに うな ず く)

(一 は教師の支援)

(例2)S・K・Yは 同 じグル ー プで"ま ち"作 りに 夢 中

S

K

K

T

T

「私 この 位 の シ ョル ダー を作 るの 。」

「す ごい大 きいね 。」

「まち ど う して 作 るの か な。J

(両 端 をた だ三 角 に折 って い る。

そ の うち 三 入で 見 本 の 布 のふ くろ を 見 に行 くが,

や は り分 か らな い。)

「この グル ープの 人 はみ ん な ま ちが あ るん だ よね 。」

(出 来て い な いの を 見 て)

「見本 が あ るか らち ょ っ と見て 。」

S・K・Y「 そ れ も う 見 た の 。」

T「 そ うか 。 で は紙 で 作 ったふ くろを 持 って くるね。」

Y

S

(三 人 で 見 て い る。)

「あ!そ うか。」

「ぬ って か らつ まむ ん だ よ。」
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第6学 年

㈲ 題材名 日常着を気持 ちよ く,大 切 に着よう(10時 間)

(2)題 材設定の理 由

家事労働が簡素化 され,有 り余 る物の中で育 つ児童の衣服の選び方や手入れは,ど う

なって いるのだろうか。

実態調査か らは,自 分の衣服に対する関心 は高 く,朝,通 学服を 自分で選ぶ児童 は80%

に ものぼ っている。 しか し,天 気 ・気温 ・動 きやす さなど衣服の働 きを考えて選ぶ児童 は

少ないとい う結 果がでて いる。一方,家 庭での衣服の手入れにっ いては,洗 濯 は電気洗濯

機によ り家の人が家族の ものを一括 して洗 って いる場合が多 く,児 童が家庭で実践す る場

が少な くな っている。ほころび直 し,ボ タ ン付 けにっいて も知識 と して分か っていて も,

生活に生か し切れないのが現状である。

そこで本題材では,児 童が毎 日着用 して いる衣服の中か ら課題 を見付けることで関心を

高め,「 日常着を気持 ちよ く大切に着 るにはどう した らよいか」考えることを通 し,日 頃,

何気な く着ている衣服について見直す ことをね らいとしている。 さらに,学 習の中に実践

的体験的活動を多 く取 り入れ ることによって学 習意欲が高 まれば,児 童が家庭の実情 に合

わせ工夫 しなが ら実践す る態度が身に付 くのではないか と考えた。 ここで は初めに衣生活

について課題解決的な学習を行い,そ の後,児 童が活動で きる場を設 けてため してみる中

で関連する衣服の選 び方や手入れ につ いて,そ れぞれの内容が深 まるように配慮 した。

(3)指 導 目標

① 毎 日着ている日常着につ いて関心 を もち,学 習課題を見付 けようとす る。 また,生 活

の場に応 じて日常着を選 び,進 んで手入れを しよ うとす る。

② 洗濯の必要性や衣服に適 した洗濯 の仕方が分か り,日 常着の洗た くができる。

③ 衣服のほころび方 とその原因が分か り,既 習の知識 や技能を生か して直す ことがで き

る。

④ 日常着や既製服の選び方が分かり,手 持ちの衣服 との調和を考えて選ぶ ことがで きる。

⑤ 不用になった衣服の有効利用 を考え,創 意工夫す ることがで きる。

(4)指 導計画(10時 間)

① 自分の衣生活をふ り返ろ う………1時 間

② もの しり博士 になろ う5時 間(事 例1)

③ ため してみよ う3時 間(事 例2)

④ くらしに生かそ う1時 間
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事例1「 もの しり博士 になろう」

ア 本時の 目標

○ 日常着の選 び方 や手入れ にっ いて,分 か りやす く発表す ることがで きる。

○友達の発表を関心を もって,聞 くことがで き,生 活に生かせ ることを見付 ける。

イ 本時の展開

学 習 活 動

グループで調べた ことを発表 し合い生

活 に生かす ことを考えよ う

友達が どん なことについて調べたのか

を知ろ う

グル ー プ ごとに,調 べ た こ とに つ いて

発 表 しよ う

「
}既 製 服 を買 う時
L

____

1班 の 発表l
I

・季 節 はず れ の物 は大 きめの 物 を 買 う

・レ シー トを よ く見 る

ロ

1夏 と冬の衣服のちが い2班 の発表1
聖

・布 の 種類 や厚 み が違 って いた

・服 の 形 ,色 な どが違 って いた

「
1洗 た くの しか た
1

1
3班 の 発 表l

I

・石けんと合成洗剤で は原料が違 う

・汚れのひどい衣服の洗 たくの方 法

1衣 服の再利用
　

4班 の 発 表l
I

・自分 でで き る リフ ォー ム作 品展

・紙芝 居 リサ イ クル物 語

き ょうの学習で,分 か ったことや自分

の生活に生かせそ うなことを書 こう

支援(◎)留 意 点(○)評 価(・)

○掲示 してある発表内容を 自由に見て,関 心 を高める。

◎ 自信 を もって発表できるよう 「発表す る時は,ゆ っ く

り大 きな声で話 そ う」 「失敗 した り,間 違 えて も笑 っ

た り しな いように しよ う」 「質問 に答え られない時は

次回まで に調べておこう」などと声をかける。

・友達 に分か るよ うに、説明で きたか。(意 …発表)

◎発表を聞 く児童 に は,発 表 内容が理 解で きるように

「発表中は質 問 しないで ,学 習 カー ドにメモ してお こ

う」 「実験の時には,見 え る位置 に動 こう」 「質問は発

表された内容 か らに しよ う」などと声をか ける。

・友達の発表を関心を もって聞いたか。(意 …観察)

◎ 「自分 の経験 か らうま くまとめたね」 「実験が手順 よ

くで きたね」 「クイズが工 夫 され て いたねJ「 声 が大

きく分か りやす く説明で きたね」な どと発表 した内容

や態度を認める。

◎ クイズに答え られない児童 には 「実験 の最後 に見た も

のだよ」「あの絵の中に描 いてあ るか ら見て ごらん」

などとヒン トを出す。

◎学習カー ドに書 けない児童 には 「掲示物や紙芝居 を も

う一度見てみ よう」「実験 を思い出 してごらん」「クイ

ズか ら分か ったことが あるで しょう」 などと言葉 をか

ける。

・日常着の選び方や手入れ の方法が分か ったか。

(知 …学習 カー ド)

◎生活に生かせ ることが 見付か るよ う,個 別指導 し一人

一人を見取 る。

・生活に生かす ことが見付 け られたか。

(創 …学習 カー ド)
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ウ 考 察

「もの しり博士になろ う」では,課 題解決的な学習を取 り入れ,主 体的に考え,実 践

する力を高あたいと考えた。

① 前時で は,日 常着の選 び方,手 入れ,整 え方について,衣 生活全般が思い起 こせ る

よ うな,「 いきいきぼ うやのポロシャツ物語」の紙芝居を用いた。 この紙芝居により,

衣服を買 う,選 ぶ,着 る,洗 う,直 す,再 利用す るなど,衣 生活 の問題点を見直 した

ところ,児 童 は,自 分の実生活を振 り返 ることがで き,衣 服にっいて,知 りたい こと,

調べたいことがた くさん出された。 その中で 自分が一番調べ たい ところを学習課題 に

した。

② ①の課題 について,「 生活発見 カー ド」を用 いて 自分の 日常生活を見つめた。 この

ことは,実 生活 と資料な どで調べた ことが らを比較することがで き,自 分達で考えな

が ら学習を進めることができた。

③ 児童が選んだ課題を もとに,グ ループをっ くったところ,児 童は自 らの発想 を生か

して洗濯 してみる,実 験 してみ る,家 族や店の人に聞 く,店 へ行 って調べ る,図 書館

へ行 くな ど,意 欲的に調べ,進 んで課題 に取 り組んだ。

④ 本時の学習課題の発表では,紙 芝居,ペ ープサー ト,4こ まマ ンガ,人 形劇,実 験

など,児 童が考えた方法で行われた。 これ は内容を深あ ると同時 に,意 欲を高めるこ

とにっなが った。

⑤ 他のグループの課題について も関心を高め るために,発 表す る時,ク イズを1～2

間取 り入れたところ,問 題意欲が高 まった。

資料1学 習 カー ド 資料2授 業風景(発 表の時)
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事例2「 ため してみよう 夏の通学服を選ぽう」

ア 本時の 目標

○夏の通学服 を適切 に選ぶ ことがで き,

イ 本時の展開

日常生活の中で実践す ることができる。

学 習 活 動

自分が選んだ シャツはどこが 夏向 きか

理由を発表 しよ う

・え りが な い ・そ でが 短 い ・白 い色

・布が 薄 い ・汗 を 吸 い と る ・風通 しが よ

い ・動 きや す い ・綿 だ か ら

陳 はどんな通学服を選べばよいだろヨ

① 夏の シャツが汗を吸収 した り,風 通

しが よいのはなぜか考え る。

・衣服が体温の調節 をす る働 きが あるか

ら

② 品質表示を調べてみ る。

・綿100%

・綿50%ポ リエ ステル50%な ど

③ 自分の持 って きた シャツを使 って実

験 ・観察 を してみる。

・布の織 り方 ルーペで見 る

・通気性 ドライヤーで風を通 す

・吸水性 一 水を落 としてみ る

・布の手 ざわり一 厚 さ肌ざわ りを感 じ

とる

・動 きやすさ 伸び縮みを調べる

今 日の学習で分か ったことは何だろう

・綿は汗を吸 い取 る

・通学 服は活動 しやすい ものがよい

・布が薄いブラウスは風通 しがよい

・え りやそでが大 きく開 いて いる方が涼

しい

自分の衣生活に生かせ そうな ことを見

付け発表 しよう

・シャツを買 うときは品質表示を見る

・気温 ・天気に合わせ,衣 服を調節す る

支援(◎)留 意点(○)評 価(・)

○家か ら夏の シャツを選ん で持 って くることで 自分の衣

服に関心を もつ。

○できるだけ多 くの意見が 出るよ うにカー ドを用意 して

お く。

◎理 由が分か らない児童 には 「布を さわってねJと 言葉

をかけ,参 加で きるよ うにす る。

・夏の衣服に関心が もてたか。(関 …発表)

○今日の学習のああてを確認す る。

◎ 発表がで きた児童 には 「よ く分か ったね」 と認める。

分か らない時 は 「衣服の働 きを思い出そう」 とヒン ト

を出す。

◎ 品質表示が無 いシャツの児童 には 「これか ら実験 を し

て調べ よ う」 と自信 を もって活動で きるよ う配慮す

る。

○いろいろな実験 ・観察がで きるように教室の環境 を整

えてお く。

○いろいろな布 を準備 し,自 分の シャツと比較で きるよ

うに してお く。(ガ ーゼ ・綿平織 り ・綿 メ リヤ ス ・ポ

リエステル)

◎分か ったことを学習 カー ドに記録す るよ う声かけをす

る。

・視点を失わないで実験 ・観察がで きたか。

(技 …観察 ・学習 カー ド)

◎めあて の内容 に気 付 くこ とがで きた発表 は大 い に認

め,意 欲が高まるようにす る。

◎困 って いる児童 には 「どんな実験 ・観察 を したの」 と

学習を振 り返 ることがで きるようにす る。

・夏の通学服の選 び方が分か ったか。

(知 …発表 ・学習 カー ド)

◎家庭で実践 しよ うとす る気持 ちの高 まりに共感す るよ

うに発表を聞 く。

・生活 に生かす ことが見付け られ たか。

(創 …発表 ・学 習カー ド)
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ウ 考 察

児童が 日常生活の中か ら課題が発見で きるよう,自 分が選んだ シャツを使い,自 らの

課題 に沿 って実験 ・観察がで きる活動の場を設け,関 心 ・意欲が高 まるよう工夫 した。

① 日常生活 との関連を図 るために,自 分の シャツの中で一番夏向 きの通学服を一枚選

び持 って来 ることと した。児童 は 「迷 ったけれ どこれに した」「この夏一番気 に入 っ

て,着 る回数が多か ったシャツ」など様 々な反応を示 しなが ら持 って来た。選んだ理

由を考え る場面 では,一 人一人の声を大切 に したい,と い う願 いか ら理由を一言ずつ

短冊カー ドに記入 し掲示で きるよ うに した。その結果,活 発に自分の意見を発表す る

ことがで き話 し合いが深 まり,日 頃,何 気 な く着ている衣服 にっ いて関心を高め るこ

とがで きた。

② 学習意欲を高 あるため に,教 室 内にいろいろな実験 ・観察が選択 で きるよ う体験

コーナーを作 り児童が活動する場を設けた。 自分の課題にっ いて,教 師が準備 した布

だけで な く友達 の布 と比較する児童や,互 いに協力 し自分たちの 力で工夫 しなが ら調

べている児童の姿が見 られ,学 習に取 り組む姿勢 は積極的で生 き生 き していた。また,

「他のTシ ャツと比べてみたい」「tロ シャツを買 う時 は品質表示を見て買 いたい」

という声があり,自 ら考え判断 しなが ら課題を解決する様子が見 られ,楽 しく学習で

きた。

③ 家庭での実践を高めるために 学習 カー ドの中に 「これか らの生活に生かせそ うな

ことが ありますか」の項 目を設けた。学習の中で児童 自身が考え発表す ることで実践

への意欲が高 まると同時 に,他 の児童への刺激 となった。また,教 師が児童の気持 ち

を大切 に し,ど んな小 さなことで も児童がやろうと して いることに耳を傾け支援す る

ことで,児 童が家庭で実践 してみよ うとす る意欲にっなが った。

資料1授 業風景(実 験)資 料2学 習 カー ド

自分のこれからの生活に生かせそうなことがあったら宙きましょう

。夏樋 営服毛選 δ鴻 甑 艀1)エλ〒ル ゆ。%

陰 払t1し す いヒらな い 酬 で.綿10。 。/。乞

蓬k柁 加 判 、し、し簿 苗 し忙 。

資料3家 庭での実践 カー ド

自分の民省 ・感想
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IV研 究 の ま とめ と今後 の課題

1.研 究のまとめ

㈲ 指導計画の改善 について

○第5学 年では,作 品の製作を通 し,知 識や技能が繰 り返 し学習で きるよ うに題材配列を

工夫 した。 この ことは,基 礎的 ・基本的な知識や技能の習得に役立 った。第6学 年では,

2学 年を見通 し,学 習内容の系統性や発展性 を踏 まえて,題 材を総合的に扱 うことで,

児童の学習活動が深 まった。

② 指導法の工夫につ いて

0第5学 年では,製 作物 を日常生活での活用 と結 び付け,児 童が 目的を もって製作に取 り

組むように した。 また,一 人一人の思いを尊重 し,自 分の作 りたい イメー ジを大切に し

た製作活動を心が けた。第6学 年で は,課 題解決的な学 習を取 り入れ,題 材の導入の段

階で 「生活発見カー ド」を用 いて 日常生活を見つめ,そ の中か ら課題を見付 け られ るよ

うに した。 これ らの ことは,児 童の関心を高 め意欲を喚起す ることにっなが った。

○家庭での生活経験が少ない児童は,授 業での体験的 ・実践的な活動を通 して,課 題が明

確にな り 「私 に もで きそ うだ」「や ってみよ う」な どの意欲的な態度を育 む ことがで き

た。

0個 に応 じた教材 ・教具の工 夫や教師の支援は,児 童が 「自分に もで きる」 ことの見通 し

や知識 技能 を習得 しようとす る意欲を高めることがで きた。

(3)評 価法の工夫について

○学習 カー ドや 自己評価方法 の工夫は,1単 位時間毎の学習内容や成果を児童 自身が確認

で き,主 体的に学習に取 り組む ことがで きた。

○作品発表会や実践報告会で児童相互に情報の交換や学 び合い,認 め合いをす ることは,

「自分に もで きそ うなことを見付けた」「友達の工夫が参考 にな った」な どの思 いが深

まり,生 活を豊かに楽 しくし,具 体的に実践 しようとする意欲を高めることがで きた。

また,よ りよい消費者 と しての意識を育て ることになった。

0教 師の共感的な支援 は,児 童のよさや可能性を伸ば し,実 践する力を育んだ。

2,今 後の課題

○個に応 じた課題解決的な学習 は,多 様 な課題 にな ることが多いので,指 導内容を明確に

した学習活動 を展開す る必要がある。

○児童 自身が 自分を振 り返れ るよ うな多面的な自己評価や相互評価を工夫する必要があ る。

0学 校での学習が家庭での実践につながるような適切な支援を工夫す る必要が ある。
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